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特集
ハンセン病に係る偏見・差別
の解消に向けた取組
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ハンセン病は，「らい菌」に感染することで起こる感染症であるが，「らい菌」の感染力
は弱く，非常に伝染しにくい病気である。仮に感染したとしても発病することは極めてま
れであり，現在では治療法も確立しているため，万一発病しても，早期に発見し適切な治
療を行えば後遺症が残ることもない。しかし，かつて我が国で採られた施設入所政策によ
り，ハンセン病は恐ろしいというイメージが助長され，ハンセン病患者・元患者やその家
族は，社会からのいわれのない偏見や差別の対象となってきた。
平成10年，国のハンセン病政策の転換が遅れたことなどの責任を問う「らい予防法違憲

国家賠償請求訴訟」が療養所の入所者らにより提起され，平成13年５月11日，熊本地方裁
判所において国の責任を認める判決が出された。この判決に対し，政府は控訴を行わない
こととし，同月25日付けで「ハンセン病問題の早期かつ全面的解決に向けての内閣総理大
臣談話」を公表した。この談話においては，我が国においてかつて採られたハンセン病患
者に対する施設入所政策が，多くの患者の人権に対する大きな制限，制約となったこと，
また，一般社会において極めて厳しい偏見，差別が存在してきたことに対し，政府として
の深い反省とお詫びが示されるとともに，全国のハンセン病患者・元患者全員を対象とし
た新たな補償を立法措置により講じること，名誉回復及び福祉増進のために可能な限りの
措置を講ずること，ハンセン病患者・元患者の抱えている様々な問題について話し合い，
問題の解決を図るための患者・元患者と厚生労働省との間の協議の場を設けることなどが
示された。
この判決以後，政府では，「ハンセン病療養所入所者等に対する補償金の支給等に関す

る法律」（平成13年法律第63号）に基づく補償やハンセン病に関する正しい知識の普及啓発，
平成20年６月に議員立法により成立した「ハンセン病問題の解決の促進に関する法律」（平
成20年法律第18号。平成21年４月施行）に基づく施策に取り組んできたが，偏見や差別の
根絶には至らず，平成28年，患者・元患者の家族は，国に対し，隔離政策による偏見や差
別の被害等に対する損害賠償を求め，熊本地方裁判所にハンセン病家族国家賠償請求訴訟
を提起した。
政府は，令和元年６月28日に熊本地方裁判所が示した判決に対し，控訴を行わないこと

とし，同年７月12日，「ハンセン病家族国家賠償請求訴訟の判決受入れに当たっての内閣
総理大臣談話」（同日閣議決定。以下「令和元年総理談話」という。）を公表した。令和元
年総理談話においては，我が国においてかつて採られた施設入所政策の下で，患者・元患
者のみならず，家族に対しても，社会において極めて厳しい偏見，差別が存在し，患者・
元患者とその家族が苦痛と苦難を強いられてきたことに対し，政府としての深い反省とお
詫びが示されるとともに，家族を対象とした新たな補償の措置を講ずること，関係省庁が
連携・協力し，患者・元患者やその家族がおかれていた境遇を踏まえた人権啓発，人権教
育などの普及啓発活動の強化に取り組むことが示された。令和元年７月24日には，安倍内
閣総理大臣がハンセン病家族国家賠償請求訴訟の原告団等と面会し，政府を代表してお詫
びを申し上げるとともに，当事者の方々から直接話を伺い，差別や偏見の根絶に向けて，
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政府一丸となって全力で取り組んでいく決意を述べた。
このような経緯を受け，令和元年11月15日には，議員立法により「ハンセン病元患者家

族に対する補償金の支給等に関する法律」（令和元年法律第55号）が成立し，同11月22日
に公布・施行された。同法においても，その前文で，国会及び政府としての反省とお詫び
が示されるとともに，ハンセン病元患者家族等に対するいわれのない偏見と差別を国民と
共に根絶する決意が示されている。加えて，同日，「ハンセン病問題の解決の促進に関す
る法律の一部を改正する法律」（令和元年法律第56号）が公布・施行され，ハンセン病問
題の解決の促進に関する法律における名誉の回復等の諸規定に，ハンセン病の患者であっ
た者等の「家族」が対象として追加されるなどしている。

ハンセン病家族国家賠償請求訴訟の判決受入れに当たっての内閣総理大臣談話

令和元年７月12日
閣議決定

本年６月28日の熊本地方裁判所におけるハンセン病家族国家賠償請求訴訟判決につ
いて、私は、ハンセン病対策の歴史と、筆舌に尽くしがたい経験をされた患者・元患
者の家族の皆様の御労苦に思いを致し、極めて異例の判断ではありますが、敢えて控
訴を行わない旨の決定をいたしました。

この問題について、私は、内閣総理大臣として、どのように責任を果たしていくべ
きか、どのような対応をとっていくべきか、真剣に検討を進めてまいりました。ハン
セン病対策については、かつて採られた施設入所政策の下で、患者・元患者の皆様の
みならず、家族の方々に対しても、社会において極めて厳しい偏見、差別が存在した
ことは厳然たる事実であります。この事実を深刻に受け止め、患者・元患者とその家
族の方々が強いられてきた苦痛と苦難に対し、政府として改めて深く反省し、心から
お詫び申し上げます。私も、家族の皆様と直接お会いしてこの気持ちをお伝えしたい
と考えています。

今回の判決では、いくつかの重大な法律上の問題点がありますが、これまで幾多の
苦痛と苦難を経験された家族の方々の御労苦をこれ以上長引かせるわけにはいきませ
ん。できる限り早期に解決を図るため、政府としては、本判決の法律上の問題点につ
いて政府の立場を明らかにする政府声明を発表し、本判決についての控訴は行わない
こととしました。その上で、確定判決に基づく賠償を速やかに履行するとともに、訴
訟への参加・不参加を問わず、家族を対象とした新たな補償の措置を講ずることとし、
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このための検討を早急に開始します。さらに、関係省庁が連携・協力し、患者・元患
者やその家族がおかれていた境遇を踏まえた人権啓発、人権教育などの普及啓発活動
の強化に取り組みます。

家族の皆様の声に耳を傾けながら、寄り添った支援を進め、この問題の解決に全力
で取り組んでまいります。そして、家族の方々が地域で安心して暮らすことができる
社会を実現してまいります。

ハンセン病元患者家族に対する補償金の支給等に関する法律（令和元年法律第55号）

（前文）
「らい

0 0

予防法」を中心とする国の隔離政策により、ハンセン病元患者は、これまで、
偏見と差別の中で多大の苦痛と苦難を強いられてきた。その精神的苦痛に対する慰謝
と補償の問題の解決等を図るため、平成十三年に「ハンセン病療養所入所者等に対す
る補償金の支給等に関する法律」が制定され、さらに、残された問題に対応し、その
療養等の保障、福祉の増進及び名誉の回復等を図るため、平成二十年に「ハンセン病
問題の解決の促進に関する法律」が制定された。
しかるに、ハンセン病元患者家族等も、偏見と差別の中で、ハンセン病元患者との
間で望んでいた家族関係を形成することが困難になる等長年にわたり多大の苦痛と苦
難を強いられてきたにもかかわらず、その問題の重大性が認識されず、国会及び政府
においてこれに対する取組がなされてこなかった。
国会及び政府は、その悲惨な事実を悔悟と反省の念を込めて深刻に受け止め、深く
おわびするとともに、ハンセン病元患者家族等に対するいわれのない偏見と差別を国
民と共に根絶する決意を新たにするものである。
ここに、国会及び政府が責任を持ってこの問題に誠実に対応していく立場にあるこ
とを深く自覚し、ハンセン病元患者家族等の癒し難い心の傷痕の回復と今後の生活の
平穏に資することを希求して、ハンセン病元患者家族がこれまでに被った精神的苦痛
を慰謝するとともに、ハンセン病元患者家族等の名誉の回復及び福祉の増進を図るた
め、この法律を制定する。
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令和元年度の主な取組は，以下のとおりである。

⑴　�ハンセン病患者・元患者とその家族に対する偏見・差別をなくし，理解を深めるため
の人権教育・啓発活動

ア　厚生労働省では，令和元年総理談話を
受けて，令和元年７月24日，根本厚生労
働大臣（当時）がハンセン病家族国家賠
償請求訴訟の原告団等と面会し，その苦
痛や苦難に対してお詫びを申し上げると
ともに，当事者の方々から直接話を伺っ
た。令和２年３月には，全国の主な新聞
に，ハンセン病元患者家族に対する謝罪
広告を掲載した。

ハンセン病元患者家族に対する謝罪広告

　　また，令和元年10月２日及び令和２年１月16日には，ハンセン病の患者・元患者や
その家族がおかれていた境遇を踏まえた人権啓発，人権教育などの普及啓発活動の強
化等に向けて検討を進めるため，法務省及び文部科学省と共に，原告団等との「ハン
セン病に係る偏見差別の解消に向けた協議」を開催した。この協議において，橋本厚
生労働副大臣がお詫びと反省を申し上げるとともに，偏見差別の解消に向けた決意を
述べた。今後も，元患者やその家族との協議を踏まえ，法務省，文部科学省と連携し
ながら，ハンセン病に対する偏見差別の解消に向けて取り組んでいくこととしている。
　　このほかにも，厚生労働省では，ハンセン病に対する正しい知識の普及のため，様々
な普及啓発活動を行っている。平成21年度から，ハンセン病療養所入所者等に対する
補償金の支給等に関する法律の施行日である６月22日を「らい予防法による被害者の
名誉回復及び追悼の日」と定め，令和元年度においては６月21日に同省の主催により，

原告団等と根本厚生労働大臣（当時）との面会
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法務省，文部科学省等の関係機関の出席を得て，追悼，慰霊及び名誉回復の行事を実
施した。

らい予防法による被害者の名誉回復及び追悼の碑

碑文
「ハンセン病の患者であった方々などが強いられて
きた苦痛と苦難に対し、深く反省し、率直にお詫
びするとともに、多くの苦しみと無念の中で亡く
なられた方々に哀悼の念を捧げ、ハンセン病問題
の解決に向けて全力を尽くすことを表明する。

　　　　　　　　　平成23年６月　厚生労働省」

「らい予防法による被害者の名誉回復及び追悼の日」式典

　　加えて，令和２年２月９日に，広島県広島市において，法務省等と連携し，ハン
セン病問題に対する正しい知識の普及啓発を目的とした「第19回ハンセン病問題に
関するシンポジウム」を開催し，ハンセン病をテーマとしたハンセン病元患者や元
患者家族，学生等によるパネルディスカッションや開催地の中学生・高校生らによ
るプレゼンテーション，演劇などを行った。
　　さらに，平成14年度から，ハンセン病を正しく理解するための中学生向けパンフ
レット及び指導者向け教本「ハンセン病の向こう側」を作成し，全国の中学校，教
育委員会等に配布しているところ，令和元年度には，ハンセン病患者・元患者の家
族がおかれていた境遇についても理解を深めることができるよう，パンフレットに
別紙「ハンセン病療養所の入所者・社会復帰者の家族の人権について考える」を追
加した。
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ハンセン病問題に関するシンポジウム
（広島会場）

パンフレット「ハンセン病の向こう側」
（資料として，118頁以下に内容を掲載）

イ　文部科学省では，令和元年総理談話を受けて，令和元年９月５日，柴山文部科学大
臣（当時）がハンセン病家族国家賠償請求訴訟の原告団等と面会し，当事者の方々か
ら直接話を伺い，その苦痛や苦難に対してお詫びを申し上げるとともに，偏見差別の
解消に向けて，ハンセン病の教育に取り組む旨の決意を述べた。
　　令和元年10月２日には，ハンセン病
に係る偏見差別の解消に向けた協議の
場において，佐々木文部科学大臣政務
官が原告団等と面会し，お詫びを申し
上げるとともに，関係省庁と連携し，
ハンセン病患者・元患者とその家族の
方々がおかれていた境遇を踏まえた人
権教育活動にしっかりと取り組んでい
く旨の決意を述べた。
　　さらには，令和元年総理談話等を踏まえ，ハンセン病の患者・元患者やその家族が
置かれていた境遇を踏まえた人権教育を推進するための具体的な検討を行うことを目
的として，10月23日に佐々木文部科学大臣政務官を座長とする「ハンセン病家族国家
賠償請求訴訟を踏まえた人権教育推進検討チーム」（以下「検討チーム」という）を
文部科学省内に設置した。検討チームにおいては，日本及び海外の学校における人権
教育の取組状況や，初等中等教育，高等教育，社会教育における優れた取組について
有識者から意見聴取を行うとともに，国立療養所多磨全生園，国立療養所菊池恵楓園
を訪問し，入所者自治会の方々との意見交換の実施，さらには，ハンセン病について
の理解増進等を目的とした宮城県内の中学校と国立療養所東北新生園との交流授業の
見学などを通じ，今後実施すべき取組について検討を進めている。

原告団等と柴山文部科学大臣（当時）との面会
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佐々木文部科学大臣政務官による菊池恵楓園訪問 宮城県内の中学校と東北新生園との交流授業の様子

　　また，文部科学省職員に対しても，一人の行政官としてハンセン病問題について認
識を深めることを目的とし，ハンセン病家族訴訟原告団副団長の黄光男氏を講師とし
て招き，令和２年１月29日に文部科学省職員向け勉強会を検討チームの取組の一環と
して開催した。

文部科学省職員向け勉強会に関する記事（令和２年２月３日文教ニュース第2583号）
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　　これまで，文部科学省においては，厚生労働省が作成・配布する中学生向けパンフ
レット「ハンセン病の向こう側」の活用促進や，学校における人権教育の特色ある実
践事例の取りまとめなどを行うとともに，各都道府県・指定都市教育委員会等の人権
教育担当者が集まる人権教育担当指導主事連絡協議会や独立行政法人教職員支援機構
が実施する人権教育指導者養成研修等において，各都道府県教育委員会の人権教育担
当指導主事や教員等に対し，ハンセン病問題を含む人権教育に関する情報提供や研修
を行うほか，国公私立大学の教務担当者等が出席する会議等において，人権教育に関
する取組を促してきた。また，社会教育の指導者として中心的な役割を担う社会教育
主事の養成講習等において人権問題等の現代的課題を取り上げ，指導者の育成及び資
質向上を図るとともに，国公私立大学の教務担当者等が出席する会議等において，人
権教育に関する取組を促してきた。
　　令和元年度においては，令和元年総理談話等を踏まえ，これらの取組に加え，人権
教育担当指導主事連絡協議会においては国立ハンセン病資料館担当者の講演を実施す
るなど研修内容の充実を図った。また，８月30日に各都道府県教育委員会等へハンセ
ン病に対する偏見や差別の解消のための適切な教育の実施について通知し，「ハンセ
ン病の向こう側」の活用を促すとともに，ハンセン病に関する施設・資料等について
も周知した。加えて，ハンセン病元患者家族に対する補償金の支給等に関する法律及
びハンセン病問題の解決の促進に関する法律の一部を改正する法律の成立の際にも，
法律の趣旨並びにその趣旨を踏まえたハンセン病に対する偏見や差別の解消のための
適切な教育の実施について，11月25日に各都道府県教育委員会や大学等に通知した。

ウ　法務省では，令和元年総理談話を受
けて，令和元年９月６日，山下法務大
臣（当時）がハンセン病家族国家賠償
請求訴訟の原告団等と面会し，その苦
痛や苦難に対してお詫びを申し上げる
とともに，当事者の方々から直接話を
伺った。
　　令和元年10月２日には，ハンセン病
に係る偏見差別の解消に向けた協議の
場において，宮﨑法務大臣政務官が原
告団等と面会し，お詫びを申し上げるとともに，関係省庁と連携し，ハンセン病患者・
元患者とその御家族の方々がおかれていた境遇を踏まえた人権啓発活動にしっかりと
取り組んでいく旨の決意を述べた。
　　また，併せて，元患者の方々などの思いを直接伺うべく，令和元年12月，宮﨑法務
大臣政務官が沖縄県の国立療養所沖縄愛楽園及び宮古南静園を訪問し，入所者との意

原告団等と山下法務大臣（当時）の面会
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見交換や交流会館の見学等を行った。令和２年１月には，熊本県の国立療養所菊池恵
楓園を訪問し，入所者との意見交換や資料館の見学等を行うとともに，日常を共有す
ることが大切であるとの思いから，入所者の自宅を訪問し，懇談などを行った。次い
で訪問した鹿児島県の国立療養所星塚敬愛園では，入所者との意見交換に加え，療養
所内の放送設備を使い，全入所者に対し，心からのお詫びと今後も元患者やその家族
の人権の擁護に努めていく旨を述べた。
　　今後，ハンセン病患者・元患者とその御家族の方々の思いを真摯に受け止め，人権
啓発活動の充実に努めるべく，新型コロナウイルス感染症をめぐる状況等も見ながら，
全療養所を訪問することを計画している。

宮﨑法務大臣政務官による沖縄愛楽園訪問 宮﨑法務大臣政務官による宮古南静園訪問

宮﨑法務大臣政務官による菊池恵楓園訪問

宮﨑法務大臣政務官による星塚敬愛園訪問
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　　法務省の人権擁護機関では，これ
までも，「HIV感染者やハンセン病
患者等に対する偏見をなくそう」を
強調事項の一つとして掲げ，講演会
等の開催，啓発冊子の配布等，各種
人権啓発活動を実施してきたとこ
ろであるが，令和元年総理談話を受
けて，令和元年7月，法務局・地方
法務局に対し，ハンセン病患者・元患者やその家族がおかれていた境遇を踏まえた人
権啓発活動の強化に取り組むよう通達を発出した。
　　また，「ハンセン病に関する『親と子のシンポジウム』」を，８月31日に静岡県静岡
市において厚生労働省等と連携して開催し，国立駿河療養所駿河会会長である小鹿美
佐雄氏による基調講演，開催地の中学生・高校生・大学生等が参加するパネルディス
カッション，ハンセン病をテーマとした映画の上映や主演俳優等によるトークショー
を行った。

　加えて，令和２年２月１日にも，愛知県
名古屋市において，ハンセン病に関する人
権シンポジウムを厚生労働省・文部科学省
等と連携して開催した。同シンポジウムで
は，ハンセン病家族国家賠償請求訴訟原告
団副団長の黄光男氏による基調講演・基調
報告やパネルディスカッションのほか，令
和元年度の全国中学生人権作文コンテスト
（10頁参照）中央大会における法務大臣賞の

受賞者から，療養所の語り部との交流を描いた受賞作品（115頁参照）の朗読が行われ，
その後のトークショーにおいても，ハンセン病家族国家賠償請求訴訟の原告らからの
メッセージが読み上げられるなどした。これらのシンポジウムの内容については，小
学生向け・中高生向けの全国版新聞等に掲載し，ハンセン病元患者やその家族の思い
を広く周知した（113・114頁参照）。
　　さらに，ハンセン病についての正しい理解と，元患者やその家族に対する偏見・差
別の解消に向けて，第71回人権週間（９頁参照）の実施に当たり，令和元年総理談話
の趣旨を踏まえ，ハンセン病患者・元患者やその家族がおかれていた境遇を踏まえた
人権啓発活動の強化に取り組む必要があることを明示した上で，関係省庁，都道府県，
政令指定都市，法務局・地方法務局その他の関係機関に対して，その旨を周知すると
ともに，法務省ホームページにも掲載したほか，シンポジウムや人権週間等の機会を
捉えて，ハンセン病に関するパネル展を実施したり，テキスト，バナー及び動画によ

ハンセン病に関する「親と子のシンポジウム」
（静岡会場）

ハンセン病に関する人権シンポジウム
（名古屋会場）
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るインターネット広告を実施したりした。

福岡法務局庁舎・商業施設でのパネル展

　　加えて，地方公共団体等の人権啓発行政に携わる職員を対象として，指導者として
必要な知識やスキルを習得させることを目的とした人権啓発指導者養成研修（90頁参
照）や，法務局・地方法務局の人権擁護事務担当職員及び人権擁護委員に対する研修
において，ハンセン病に関する講義等を行った。
　　このほか，ハンセン病問題をテーマにした啓発動画「未来への虹－ぼくのおじさん
は，ハンセン病」のDVDを増刷し，広く全国の法務局・地方法務局で貸出しを行え
るようにしたほか，啓発教材「人権アーカイブ・シリーズ『ハンセン病問題～過去か
らの証言，未来への提言～』（人権教育・啓発担当者向け・証言集及びビデオ）／『家
族で考えるハンセン病』（一般向け・ビデオ）」をYouTube法務省チャンネルで配信
している。

啓発ビデオ「未来への虹
-ぼくのおじさんは，ハンセン病-」

啓発教材「人権アーカイブ・シリー
ズ『ハンセン病問題〜過去からの証
言，未来への提言〜』／『家族で考

えるハンセン病』

インターネットバナー広告
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ハンセン病に関する「親と子のシンポジウム」（静岡会場）（読売KODOMO新聞）
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ハンセン病に関するシンポジウム（名古屋会場）（毎日新聞）
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第39回全国中学生人権作文コンテスト　法務大臣賞	

星塚のじぃやん

宮崎県　宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校 ３年
藤原　凜華（ふじわら　りんか）

「星塚のじぃやんと言ってくれ」かつて，「私にさわらない方
がいい」と言って握手を拒んだあなたがそう言ってくれた時，本当にうれしかった。
あの時私たちは本当の家族になれたのだ。
私には，キティちゃんと阪神タイガースが好きなとってもおちゃめなおじぃちゃん

がいる。彼とは血のつながりはないけれど，それ以上の絆を感じられるすてきな人だ。
私は，おじぃちゃんに年一回会えるのをいつも楽しみにしている。そのおじぃちゃん
が暮らしているのは，鹿児島県にある国立療養所星塚敬愛園。そう，おじぃちゃんは，
国の非道な政策によって家族も故郷も自由に選ぶ人生もすべてうばわれた元ハンセン
病患者である。
ハンセン病とは，らい菌に感染することで起きる病気だ。感染力はとても弱く，現

代の日本で感染し発病することはほとんどない。しかし，有効な治療法や薬がなかっ
た時代には，顔や手足が変形するというような外見に症状が表われてしまうことから
忌避されてきた。また，感染を防止するには患者を隔離する以外にないとも考えられ
ていた。日本では，一九三一年の癩予防法によってハンセン病患者をハンセン病療養
所に強制的に入所させ一生に渡って世間から隔離する政策を行っていた。それだけで
なく子どもを持てなくさせたり，患者の出た家を消毒したり，無らい県運動を進める
などしてハンセン病は恐ろしい不治の病という誤った認識を国民に植え付けた。この
政策のために，治療薬ができ，ハンセン病が治る病気だとわかった後も，ハンセン病
患者やその家族は極端な偏見と激しい差別に苦しむことになった。しかもこの政策が
終ったのは一九九六年。そんなに古い話ではないのだ。かく言う私もおじぃちゃんに
出会うまで何も知らない人間だった。
私がハンセン病について知ったのは，今から五年前，宮崎県主催の「ふれあいハン

セン病療養所訪問事業」に参加した時だ。鹿児島県にある国立療養所を訪問し，ハン
セン病について正しく知ろうというプログラムだ。園での全体説明のあと，語り部と
して私たち家族の担当になったのがおじぃちゃんだった。彼を見た時，正直私は言葉
が出なかった。なぜかというと彼は義眼をはめていて，手は爛れ，指がなかったのだ。
それだけでなく，ちょっと怒っているような，話しかけにくい雰囲気ももっていたの
でますます何を話していいのかわからなくなった。でも，帰るまぎわ，せめて仲良く
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なりたい気持ちをこめて握手を求めた。しかし，そんな私に彼は「私にさわらない方
がいい」と言って，パッと反射的に手をひっこめたのだ。私はその時，なぜ？と複雑
で切ない気持ちになった。彼はもうすでに病気は治っている。なのになぜ，と。しか
し，少し考えて，彼をそうさせたのは，これまで受けてきたすさまじい差別や偏見に
よって深く傷つき，その心の傷が行動に表われてしまうものだと思った。
私たち家族は，彼の心の傷を知り，彼という人の人生について知りたいと思い，今
度は元ハンセン病患者のだれかではなく個人をたずねることにした。二度目にお会い
した時は，過去の歴史を聞くのはもちろん，一緒に歌をうたったり，散策をしたりし
て打ちとけた時間を過ごすことができた。
それから私たち家族は，毎年おじぃちゃんの所をたずねている。まるでお正月にお
じぃちゃんおばぁちゃんの待つ故郷に帰るように。
おじぃちゃんはもともと誰かとコミュニケーションをとることが苦手な方で写真に
写ることも嫌っていた。でも，私たち家族と交流するうちに少しずつ心を開いてくれ
た。今では，手紙や電話でやりとりしたりもするし，一緒に写真に写ってもくれる。
その写真をかざってもくれる。また，私の中学受験のときには誰よりも合格を祈って
くれた。だから，おじぃちゃんから「星塚のじぃやんと言ってくれ」と言われた時は，
私たちを実の子や孫のように思ってくれていることや安心して手をにぎってもいい相
手として信頼してくれたのだと思えたのでうれしくてたまらなかった。
これまでのあまりに過酷な経験が彼につけた心の傷は消えることはないでしょう。
失った時間や家族をとり戻すことはできないけれど，私たちと新しい時間を重ねるこ
とで，おじぃちゃんの人生が少しでも笑って過ごせる時間になるようにしていきたい
と思う。それは私たち家族にとってもかけがえのないすてきな時間になるでしょう。
おじぃちゃんが私にくれた喜びを私も家族もそれ以上の喜びにしておじぃちゃんにこ
れからも返していきたい。
おじぃちゃん，あなたに会えて本当によかった。

第39回全国中学生人権作文コンテスト　法務大臣賞受賞作品
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⑵　国連における取組
我が国は，ハンセン病患者・元患者とその家族等に対する偏見・差別の解消に向けて，
国際社会において主導的な役割を果たしてきている。具体的には，平成20年，平成21年，
平成22年及び平成27年の，国連人権理事会において，また，平成22年の国連総会におい
て，ハンセン病に関する誤った認識や誤解に基づく偏見・差別をなくすための決議（ハ
ンセン病差別撤廃決議）案を主提案国として提出し，いずれも全会一致で採択された。
これら決議のフォローアップとして，平成29年６月，我が国は，国連人権理事会にブラ
ジル，エチオピア，フィジー，モロッコとハンセン病差別撤廃決議案を共同提出し，全
会一致で採択された。同決議においては，共同提案国は50か国に達した。この決議は，
全世界でハンセン病に関連する差別問題に苦しむ人々の人権を守るため，人権理事会と
してハンセン病差別撤廃に関する特別報告者を３年間の任期で任命することを決定し，
また，国連人権高等弁務官及び同特別報告者に対してハンセン病差別に関するセミナー
の実施を奨励している。この決議を受けて，平成29年９月，人権理事会において，ポル
トガル出身のアリス・クルス（Alice Cruz）氏がハンセン病差別撤廃に関する特別報告
者に任命された。令和２年２月，クルス氏は同特別報告者として初めて訪日し，政府関
係者を始めとする関係者と意見交換するとともにハンセン病療養所等を訪問した。

⑶　ハンセン病患者・元患者とその家族の人権をめぐる人権侵害事案に対する適切な対応
法務省の人権擁護機関では，法務局・地方法務局又はその支局や特設の人権相談所に
おいて相談に応じている。人権相談等を通じて，ハンセン病患者等に対する差別等の人
権侵害の疑いのある事案を認知した場合は，人権侵犯事件として調査を行い，事案に応
じた適切な措置を講じている。

  人権侵犯事件数（開始件数） 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

HIV感染者・ハンセン病患者
に対する差別待遇 5 2 2 1 4

（法務省人権擁護局の資料による）
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資　料 　ハンセン病を正しく理解するための中学生向けパンフレット「ハンセン病の向こう側」
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